
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土
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「なまぬるい私の信仰に神さまが教えてくれたこと」
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（要約者：富岡 牧 ）

誕生者のお祝い

チャーチミーティング

  今週もエゼキエル書（34 章～ 40 章 ) を読み進めていきま
しょう。37 章で、エゼキエルは神様から SF 映画の様な幻を
見せられます。谷間の真ん中に置かれ、そこにはひどく干か
らびた骨が散乱していたのです。主は、その骨に向け、「わ
たしが、お前たちの中に息を吹き入れるので、おまえたちは
生き返る。」と言われるのです。エゼキエルが主に言われた
ように預言していると、骨と骨がつながり、筋が付き、肉が
生じ、皮膚が覆いました。そして、再び神である主はエゼキ
エルに、「息に預言せよ」と言われ、そのようにすると、イ
スラエルの人々がよみがえったのです。捕囚された人々は、
どのような事態になってもエルサレムに神殿がある限り望み
があると考えていましたが、その神殿もネブカデネザルの手
によって破壊されました。その為、干からびた骨のようになっ
ていたわけです。エゼキエルに見せた幻により、イスラエル
がどの様な状態にあったとしても主の主権的恵みによる御霊
の働きによって再生することが示されています。見たことも、
聞いた事も、想像した事もないような幻でしたが、この天地
の創造主であられる主に期待して、希望をもって歩んでいき
ましょう。

牧 一穂 牧師
日名 洋 
河島 稜
藤原 友規子

　

8 月の誕生者
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秋山 恭子

ある人が高速道路を走っていました。そうすると奥さんから電話が
鳴って、「今、ニュースで高速道路を猛スピードで逆走している車が
ある。高速道路走っているのでしょう？気を付けて。」と言われました。
男性は、「今、自分の車に対して、他の車が逆走しているんだ！」と
言いました。逆走しているのはこの男性でした。この男性はまさか自
分が逆走しているとは思っていませんでした。
人というのはこのように自分がやっていることは間違っていないと
思ってしまい、道を間違える事があります。これが危険です。『自分
は正しい、自分の言っていることは正しい。』と思ってしまいます。
聖書には「自分の悟りに頼るな。自分を知恵のある者と思うな。」（箴言）
と書かれています。私たちは自分に自負があるほど中々これらを捨て
ることができません。「昔はこうやったんだ…」というものがあると、
どれだけ素晴らしい事をしてきたとしても、自負はその人の中に残っ
てしまい、その人の人生を駄目にしてしまいます。

【Ⅱペテロ３：１記憶を呼びさませて】とペテロは言っています。私
たちはいざとなると高速道路を逆走した男性のように自分のしている
ことがわからなくなってしまい、「自分がまさか」とは思わない為、
大失敗をしてしまいます。このことから、私たちはどこに行こうとし
ていたのかどっちに行くべきだったのかを、記憶を思い出さないとい
けません。【３：１純真な心を奮い立たせる】とあります。何かをす
るとき、たとえ良い事であっても純真な心を忘れてしまうと、意味の
ない事になってしまうことがあります。私たちは神様によって語られ
た御言葉と主であり、救い主である方の命令をもう一度思い出さなく
てはなりません。神様は【神の国と神の義とをまず第一に求めなさい。
（マタイ６：33）】と言われました。

【3：9 その約束のことを遅らせておられるのではありません。】ペテ
ロは、神様は私達の人生の中で、私たちに新しい天と地を再臨の時を
迎えようとしているのだと話をしています。この時代、ペテロたちは
大変な迫害の時代にありました。民衆は『いつイエス様が迎えに来て
くれるのか』と心待ちに待っていたのです。しかし多くの人たちが、『ま
だ来ないではないか！』と思っていました。その中で、「遅らせてお
られるのではない。」とペテロが話をしたのです。【３：９あなたがた
に対して忍耐深くあられるのであって、ひとりでも滅びることを望ま
ず、すべての人が悔い改めに進むことを望んでおられるのです。】神
様は忍耐していることがここでわかります。正しい人が苦難に合って
も、葛藤の中に追い込まれようとも、神様を知る者は神様の元へ帰れ
るのだから、まだ神様を知らない人を何とか救おうと忍耐をしてまっ
ているのだとペテロは言っています。
私達は今チャレンジの時です。そんな時だからこそ、イエス様の香り
をあらわさないといけません。チャレンジの最中には様々な妨害が起
こります。そうすると人間的に心が騒ぎますが、神様が忍耐をしてい
るのに私が忍耐をしないでいいのだろうかと思わされます。ですから
葛藤、迫害、妨害が起こりますが、【3：１０主の日は、盗人のようにやっ
て来ます。】私たちが忍耐をするのは、この日のためなのだというこ
とがわかります。
【３：１１このように、これらのものはみな、くずれ落ちるものだと
すれば、あなたがたは、どれほど聖い生き方をする敬虔な人でなけれ
ばならないことでしょう。】みなさんはどうでしょうか。あなたが聖く、
正しく生活をしていなかったら、明日地球が滅びるときにあなたも滅
びると神様から宣告されたらどうしますか？実際私たちにはそれがい
つかわからないのです。ですから私たちは毎日を大切にしなければい
けません。
【3：12 神の日の来るのを待ち望み、その日の来るのを早めなければ
なりません。】私たちは今、チャレンジを受けているからこそ、前向
きにあなたが出来る祈りをしっかりと積んでいきたいのです。

【３：１４しみも傷もない者として、平安をもって御前に出られるよ
うに、励みなさい。】どうすれば、これらを全うすることができるの
でしょうか？私たちが正しく生きる方法として、しみも傷も無いもの
が得られるのです。どうやったら得られるのかというと【忍耐】です。
【３：１５主の忍耐は救いであると考えなさい。】と書かれています。
短気になり壊してしまうのではなくて、【忍耐】が必要です。相手が
悪く出てきたとき、そのまま悪い態度を取ってはいけません。平安の
中に生きるためにどうやったらいいのかというと、【忍耐】して乗り
越えることです。【３：1６無知な、心の定まらない人たちは、聖書
の他の箇所の場合もそうするのですが、それらの手紙を曲解し、自分
自身に滅びを招いています。】私たちは聖書の御言葉を間違って理解
して、あたかも自分が真っすぐ走っていて、逆行していないようなこ
とを御言葉をつかって言ってしまうことがあります。またあなたが正
しくやろうとすることに対して、御言葉をもって妨害をされたり、ま
た教会内、外を問わず誘惑や妨害がこれから起こってくるかもしれま
せん。その時にしっかりと御言葉に立ち【３：１７無節操な者たちの
迷いに誘い込まれて自分自身の堅実さを失うことにならないようにし
なさい。】だからあなたの【３：１純真さ】を保つようしなければい
けません。また【3：18】イエス様のように成長して、見極められる
ようにならなければいけません。試練が与えられたことは何故なのか、
それに向かうのは何故なのか、結果神様は何をしようとしておられる
のか。私たちは今こそ感謝し受け取るチャンスです！

ラオデキアはかつて非常に豊かな場所でした。しかし神様はラオデキ
アの人たちの信仰をみて「生ぬるい信仰」と言いました。「熱くもな
く冷たくもない。」と。ラオデキアには2つの水が流れ込んでいました。
一つは８キロ離れた場所に温泉があり、そこから流れ込んでいました。
ラオデキアに到達するころには生ぬるくなっていました。もう一つは、
冷泉が湧き出す湖から水が流れ込んでいましたが、こちらもラオデキ
アに到達するころには生ぬるくなっていました。二つの源泉はどちら
も本来の姿ではなくなってしまっていました。
私たちが、金銭的に豊かになるとこのような事が起こります。ここで
考えさせられるのは自分たちが持っているものでは何も解決すること
はできないということです。神様が造ってくれたものでしか、乗り越
えることができません。【黙示録３：１８】持っているものをみるとき、
私たちは間違った目になり、間違ったものに頼り、自分はこれがある
から大丈夫と思い壊れてしまいます。豊かだと勘違いをしていると、
本当に足りないものがわからなくなってしまいます。【黙示録 3：19】
ラオデキアは手に負えないような状態になっていました。しかし神様
は、チャンスを残し立ち直るきっかけを与えようとしました。今、日
本はラオデキアの状況と同じようになっています。「●●があれば大
丈夫。」と言ってきましたが、それは大丈夫ではありません。私たちは、
神様の時がいつ来ても良いようにしっかりと備えて、身体が元気でい
ることができるようにしっかりと保ち、妨害に合う時には感情的に立
ち向かわないように忍耐しましょう。
「だから信仰には徳を徳には知識（体験）を、知識には自制を、自制
には忍耐を、忍耐には、敬虔を、敬虔には兄弟愛を、兄弟愛には愛を
加えなさい。」Ⅰペテロ１：５

「でも私たちは正しく生きよう」
～しみも傷もない→忍耐の実～ Ⅱペテロ３:9～18

最後に…

ペテロのメッセージが今回で終わりをむかえました。私たちはも
う一度、考えなければいけません。私たちのしようとすることの
価値観の中心に愛があること、そこには神様が共におられるのか
ということを。どんな苦難がおころうとも御言葉の土台に立って
乗り越え成長させていただきましょう！

セル祈祷会

早天祈祷会6：00~

今年の夏、私は初めてあぐりへ行くことができました。８月７日、カラダンジョ
ンの準備のためでした。私は、その日は夫が家にいるから行けないと、はじめ
から決めつけていました。その理由は、私には「家族の救いのためにこの家庭
に遣わされている」という思いがいつもあるからです。日曜日ではないのに、
夫を放って教会のことで家を空けることを夫はどう思うだろうか、夫を神さま
から遠ざけてしまうことにならないだろうか。そんな心配から、私はカラダン
ジョンの準備には今回も行かない決断をしました。本当は、いつも、あぐりへ行っ
てみんなと一緒に奉仕したいと思っているのに・・・。
　ところが、リーダーからの連絡で、私もあぐりへ行ってメンバーと一緒に準
備をした方がいい状況だと知りました。夫のことさえ無ければ、なんの迷いも
なく行く決断ができたのですが、行くのか行かないのか、どちらが神さまのみ
こころなのかわからないまま、返事の期限もあったのでとりあえず「行きます。」
とリーダーに返事をしました。でも、「行く」ことが本当に正しい道だったのか
ずっと不安で、神さまに「みことばを与えてください。」と毎朝祈りました。何
日目かに、やっと神さまが語ってくださいました。

マルコ 9：23『するとイエスは言われた。「できるものなら、と言うのか。信じ
る者には、どんなことでもできるのです。」』

ハッとしました。そうだ、私はずっと、「私もあぐりにいってみたいなあ。でも
家庭のこともあるし無理だな。」と波風が立たない無難な方を選んできた。神さ
まは、こんななまぬるい信仰ならいつまでたってもあぐりへなんて行けないよ、
と語ってくださいました。確かに家庭とのバランスも大切だけれど、今回の決
断は自分を守ることが土台になっていたことに気づかせてくださいました。神
さまからのみことばを握った私は、もう何の恐れもなく、準備当日は晴れ晴れ
とした気持ちであぐりへ向かうことができました。それだけではありません。
一番下の子供、周平が自分から一緒に行くと言い、あぐりでは教会の家族が関
わってくださり、たくさんの愛を受けることができました。周平はとても心が
満たされている様子で喜んでいました。今は、毎晩ではありませんが、寝る前
に一緒にみことばに触れています。
　私には、やっぱりみことばが必要です。これからも、みことばに基づいた決
断ができるよう心を静めて神さまに祈り求めていきたいです。

早天祈祷会6：00~

14 日　西嵜真由美
　　　 富岡喜千朗
15 日　富岡陽子

22 日　平澤一浩
　　　 山本淳平

ﾕｰｽ礼拝17：00~

早天祈祷会6：00~

16 日　松田沙和奈
20 日　澤口来海
21 日　西嵜璃愛

 主　日　礼 　拝 主　日　礼 　拝

セル活動

　１日　名越裕晃
　 6 日　平澤初実
　　　  横山淳平
　　　  澤口建太

  7 日　秦泉寺朗子
  9 日　高橋司
13 日　曽我郁斗　　

19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

早天祈祷会6：00~早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

　淺野愛可　村部稜太

   佐藤仁実　藤原友規子

　

　　　

25 日　岡本爽
29 日　鈴木由美子
　　　 

新開彩
三戸悠暉　眞砂永一

岩崎晃輝

　那須陽子
青木容子

小林茂

早天祈祷会6：00~ ﾕｰｽ礼拝17：00~

早天祈祷会6：00~早天祈祷会6：00~早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~ ﾕｰｽ礼拝17：00~

先週の聖書箇所から先週の聖書箇所から

約束を送らせているのではない約束を送らせているのではない

ラオデキアの教会【黙示録３：１７～１９】ラオデキアの教会【黙示録３：１７～１９】

早天祈祷会6：00~早天祈祷会6：00~早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~ ﾕｰｽ礼拝17：00~


